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比較を行った (第 2 章 )。未発酵オカラより発酵オカラの方は最も高
い生理活性を有することが確認された上、次に発酵オカラからの水
溶性物質、多糖類、糖タンパク質の抽出及びその生理活性評価を行






Gp-DN）の抽出及び生理活性の比較を行った (第 4 章 )。  
今までの研究成果は以下の通りである。  














後のオカラから抽出された水溶性物質は 24 時間の暴露時間で HeLa
細胞に対して最も高い増殖抑制作用が確認され、その場合の IC5 0





 抽出された水溶性物質は DPPH ラジカル、ABTS . +、 •OH 消去活
性及び還元力を持ち、濃度依存的なラジカル消去活性を有すること
が確認された。それぞれの IC5 0は 9.86±1.03 mg/mL、2.48±0.02 mg/mL、 
1.27±0.05 mg/mL であった。また水溶性物質は抗ガン生理活性を持
ち、 24 時間の暴露時間で人肝ガン細胞の HepG2 に対する増殖抑制
作用が確認され、その場合の IC5 0 は 183.3±8.17 μg/mL であった。  
抽出された糖タンパク質は ABTS . +、•OH 消去活性を有し、•OH を
消去する IC5 0 は 3.50±0.29 mg/mL であった。 48 時間の暴露時間で
HeLa に対する増殖抑制作用の IC5 0 は 16.68±0.47 μg/mL であり、  
HepG2 に対する増殖抑制作用の IC5 0 は 96.71±2.33 μg/mL であり、
優れる抗ガン生理活性を有することが確認された。  
抽出された多糖類は ABTS . +、 •OH に対して濃度依存的な消去活
性を有し、それぞれの IC5 0 は 3.46±0.09 mg/mL、 1.34±0.11 mg/mL
であった。  




れた。AE-HA の DPPH ラジカル消去能力は AE-FE より 7.78~8.97
倍高い。また発酵オカラの無乾燥の場合、水溶性物質には高い抗ガ
ン生理活性があると確認された。AE-DN の HeLa の増殖抑制作用
は AE-HA より 9.01~10.60 倍、AE-FE より 2.09~2.42 倍高い。AE-DN 
の HepG2 の増殖抑制作用は AE-HA より 1.49~2.08 倍、AE-FE より
1.48~1.66 倍高い。発酵オカラの異なる乾燥方法では、抽出された
糖タンパク質は特異性を示した。Gp-HA 及び Gp-FE の ABTS . +消去
活性はほぼ同様で、Gp-DN の 20 倍程度高く、それぞれの IC5 0 は
6.27±0.10 mg/mL と 13.77±1.02 mg/mL であった。48 時間の暴露時間
で HeLaの増殖抑制作用については Gp-DNと  Gp-HA はほぼ同様で、
Gp-FE より高く、それぞれの IC5 0 は 16.68±0.47 μg/mL と 19.41±1.38 
μg/mL であった。 48 時間の暴露時間で Gp-HA の HepG2 の増殖抑
制作用は Gp-DN と  Gp-FE より強い、IC5 0 は 32.33±2.41 μg /mL であ
った。熱風乾燥と無乾燥の発酵オカラからの多糖類は高い抗酸化生
理活性を示した。PS-HA と PS-DN の •OH と ABTS . +消去活性は有意
差がないが、PS-FE の２倍である。  
抽出された糖タンパク質の Gp-DN は優れる抗ガン生理活性を持
っていることが確認されたが、RAW264.7 に対しても増殖抑制作用
があった。抽出物に RAW264.7 に対して毒性を示す物質が含有され
ていることが考えられた。  
  以上の結果はオカラの低コストリサイクル及び新規な機能性素
材の開発に有用な情報として考えられる。  
